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ニッケル地金が安値
1年9カ月ぶり需給緩和観測強まる

ステンレス薄鋼板の流通価格
（ニッケル系冷延2ミリ厚、東京問屋仲間価格）
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2年4カ月ぶり安値

リカ産地で豊作
ココアの先物相場
（ロンドン市場、期近）
ポンド／トン

爪W叫、

2011／1　3　　5　　7　　9　11

扇面志蜃16白
く〉シンガポール（15E】）

▽石油製品（現物、FOB、
1爪瓜、ドル）＝ロイター

ナフサ　　　　94．75－94　85

ガソリン　109．20－10950

ケロシン　150．76－15116

力’スオイル

15215－152．55

C重油（硫黄分5＿5％、1トノ、

ドル）　　　　　　　712－7121

◇マレーシア
▽すず（KLTM、現考勿、1
キロ、ドル）　　　　　　　21，400

石油化学製品
▽スチレンモノマー（逐貨
i基み、東アジア地区、了トノ、

坪）　　　　　T500－15dO

10キロ　5675　　　－

10和　4725　5150

10キロ　7550　5255

ニンジン　　　　　各地　10キロ　1890　1260

キヤへツ　　　　　各地　10キロ　　755　　525

ジヤガ芋　　　　　北海道10キロ　柑581155

タマネギ　　　　　北海道　20キロ　2415　2100

果　実（中央卸売市場）
◇東京・大田＝もちあい　　　　　ノ＼荷654トン
（都調べ、扁会計1280トン、削ま相対取引）

高値　中値
早生ミカン　　　熊本　10キロ　5675　　　－

（二大阪市調べ、賢は相対取弓り　　高値　中値

サザエ　　　　　　　　　　佐賀　　945　　557

◇下関・唐戸＝もちあい
（才肖鼓税‡友き）　　　　　　　　　高値　安値
トラフグ・）舌・大　　　　内海16000　8000

野　菜（中央卸売市場）
◇東京・フく田＝もちあい
（部調べ、総書十4554トン、書は相対取

魚　介（中央卸売市場）

◇東京・築地＝小動き
（郡調べ、取扱数量140亡〉トン、削ま相対取引）

高値　安
マグロ　　　　　　　　　青森11550　51

素マタ’イ
善キンメタイ
凝イナダ
茎ハ‾マチ
馨ヒラメ
遊赤カレイ
苦アジ・中
をサバ
Xカツオ

蘭新藤鰹太目

ス
テ
ン
レ
ス
鋼
の
原
料
と
な
る
非
鉄
金
属
、
ニ
ッ
ケ
ル
地
金
の
国
際
価
格
が
1
年
9

カ
月
ぶ
り
の
安
値
を
付
け
た
。
欧
州
債
務
不
安
で
投
機
資
金
が
流
出
し
た
う
え
、
新
規

の
鉱
山
開
発
や
中
国
の
ス
テ
ン
レ
ス
メ
ー
カ
ー
の
減
産
で
需
給
緩
和
観
測
が
強
ま
っ

た
。
国
内
の
ス
テ
ン
レ
ス
業
界
で
は
再
編
の
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
が
、

が
続
け
ば
ス
テ
ン
レ
ス
市
況
が
一
段
と
悪
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

ッ
ケ
ル
安

ス
テ
ン
レ
ス
に
先
安
観

指
榛
と
な
る
ロ
ン
ド
ン
金

属
取
引
所
（
L
M
E
）
の
3

カ
月
先
物
公
示
価
格
は
1
5
日

時
点
で
1
J
／
1
万
7
5
5
0

㌦
と
8
月
か
ら
3
割
程
度
下

が
っ
た
。
一
方
、
銅
地
金
や

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
地
金
の
8
月

初
め
以
降
の
下
落
率
は
2
割

に
と
ど
ま
る
。

ニ
ッ
ケ
ル
は
ブ
ラ
ジ
ル
や

ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
、
マ
ダ

ガ
ス
カ
ル
で
新
規
の
大
型
鉱

山
開
発
が
運
ん
で
い
る
。
来

年
か
ら
供
給
が
本
格
化
す
る

見
通
し
だ
。
一
方
、
中
国
や

韓
国
で
は
自
動
車
や
家
電
の

需
要
減
速
に
伴
い
、
ス
テ
ン

レ
ス
在
庫
が
増
加
。
現
地
の

メ
ー
カ
ー
が
生
産
調
整
に
乗

り
出
し
た
結
果
、
ニ
ッ
ケ
ル

の
需
要
は
鈍
っ
て
い
る
。

住
友
金
属
鉱
山
に
よ
る

と
、
ニ
ッ
ケ
ル
は
今
年
に
1

万
1
千
㌦
の
供
給
過
剰
と
な

り
、
来
年
の
需
給
ギ
ャ
ッ
プ

は
5
万
4
千
㌦
に
拡
大
す
る

見
通
し
だ
。
「
他
の
非
鉄
金

属
に
比
べ
て
市
場
規
模
が
小

さ
く
、
投
機
資
金
流
出
の
影

響
が
大
き
い
」
　
（
商
社
）
と

の
指
摘
も
あ
る
。

「
生
産
コ
ス
ト
を
考
え
れ

ば
そ
ろ
そ
ろ
底
値
」
　
（
製
錬

会
社
）
と
の
声
も
あ
る
が
、

国
内
外
の
ス
テ
ン
レ
ス
メ
ー

カ
ー
は
買
い
控
え
姿
勢
を
強

め
て
い
る
。
ニ
ッ
ケ
ル
系
ス

テ
ン
レ
ス
冷
延
薄
鋼
板
（
2

㍉
厚
）
の
東
京
・
問
屋
仲
間

価
格
は
1
㌦
3
0
万
～
3
3
万
円

と
5
月
比
で
4
万
円
以
上
下

落
し
た
。
ア
ジ
ア
市
場
価
格

は
1
ノ
2
9
0
0
～
3
0
0

0
㌦
と
5
月
比
で
1
5
％
安

い
。
先
安
観
は
な
お
強
い
。

「
2
0
0
4
年
に
平
均
8
5

％
程
度
だ
っ
た
世
界
の
ス
テ

ン
レ
ス
工
場
稼
働
率
は
6
0
～

7
0
％
に
落
ち
て
い
る
」
　
（
日

新
製
鋼
の
三
重
俊
典
社
長
）
。

新
日
鉄
住
金
ス
テ
ン
レ
ス
は

汎
用
の
冷
延
鋼
板
を
来
年
4

月
ま
で
に
1
5
～
2
0
％
減
産
す

る
方
針
だ
が
、
タ
イ
の
洪
水

な
ど
で
輸
出
が
さ
ら
に
減
れ

ば
「
1
月
か
ら
減
産
す
る
可

能
性
も
あ
る
」
と
い
う
。

ス
テ
ン
レ
ス
国
内
3
位
メ

I
カ
ー
の
日
新
製
鋼
は
同
5

位
の
日
本
金
属
工
業
と
の
経

営
統
合
に
動
き
出
し
た
。
ニ

ッ
ケ
ル
と
ス
テ
ン
レ
ス
の
市

況
悪
化
が
続
け
ば
、
ス
テ
ン

レ
ス
メ
ー
カ
ー
の
再
編
と
設

備
廃
棄
に
弾
み
が
つ
く
公
算

が
大
き
い
。

コ
コ
ア
、
国
際
価
格
下
落

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
原
料
と
な

る
コ
コ
ア
（
カ
カ
オ
豆
）
の
国

際
価
格
が
2
年
4
か
月
ぶ
り
の

安
値
を
付
け
た
。
指
標
と
な
る

ロ
ン
ド
ン
市
場
の
先
物
（
期
近
）

は
1
5
日
時
点
で
1
ノ
1
5
7
9

増
と
、
3
月
の
高
値
か
ら
3
割

超
下
落
し
た
。
西
ア
フ
リ
カ
の

主
産
国
が
豊
作
と
な
り
、
供
給

過
剰
観
測
が
強
ま
っ
た
。

国
際
コ
コ
ア
機
関
に
よ
る

と
、
2
0
1
0
～
‖
年
度
（
1
0

年
1
0
月
～
1
1
年
9
月
）
の
生
産

量
は
ガ
ー
ナ
が
前
年
度
比
6
割

増
の
1
0
1
万
工
コ
ー
ト
ジ

ボ
ワ
ー
ル
が
2
割
増
の
1
4
7

万
㌦
と
な
る
見
込
み
。
主
産
国

が
好
天
に
恵
ま
れ
、
前
年
度
に

1
0
万
2
0
0
0
㌦
の
供
給
不
足

だ
っ
た
世
界
需
給
バ
ラ
ン
ス
は

3
2
万
5
0
0
0
㌦
の
供
給
過
多

に
転
じ
る
と
み
ら
れ
る
。

”
醐
醐
緋
緋
腑
紺
…
湖

財
政
危
簡
軍
リ
シ
ャ
西
た
髭
開
門
㌘

か
ら
イ
タ
リ
ア
や
ス
ペ
イ
ン
に

ワ
ー
ル
が
大
統
領
選
を
巡
る
混

乱
か
ら
一
時
、
禁
輸
措
置
を
と

っ
た
た
め
、
コ
コ
ア
の
国
際
価

格
は
3
月
に
1
㌦
2
4
0
0
増

を
超
え
る
高
値
を
付
け
た
。
だ

が
政
争
が
収
束
し
、
需
給
逼
迫

の
観
測
は
後
退
し
て
い
る
。

食
品
加
工
会
社
な
ど
の
闇
で

は
一
時
、
需
要
家
に
コ
ス
ト
上

昇
分
を
転
嫁
す
る
機
運
が
高
ま

っ
た
が
、
そ
の
後
国
際
相
場
が

下
落
し
、
ほ
と
ん
ど
浸
透
し
な

か
っ
た
。
国
際
相
場
下
落
が
続

け
ば
国
内
価
格
に
影
響
が
広
が

る
可
能
性
も
あ
る
。
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中
国
産
野
菜
が
一
転
下
落

ネ
ギ
卸
値
7
割
安
栽
培
面
積
拡
大
で

高
騰
が
続
い
た
中
国
産
野

菜
が
一
転
値
下
が
り
し
て
い

る
。
東
京
市
場
で
は
ネ
ギ
の

卸
値
が
前
年
同
期
比
で
7
割

下
落
、
シ
ョ
ウ
ガ
や
ニ
ン
ニ

ク
も
安
い
。
昨
年
に
産
地
が

栽
培
面
積
を
拡
大
し
て
供
給

が
増
え
た
う
え
、
中
国
の
景

気
減
速
懸
念
で
イ
ン
フ
レ
圧

ニ
ン
ニ
ク
の
店
頭
価
格
は
今
の

と
こ
ろ
平
年
並
み
だ
（
都
内
の

ス
ー
パ
1
）

力
が
弱
ま
っ
た
た
め
だ
。

東
京
都
中
央
卸
売
市
場
の

中
国
産
ネ
ギ
の
卸
値
は
日
月

上
旬
時
点
で
1
㌔
4
8
円
二
別

年
同
期
は
1
5
3
円
だ
っ

た
。
シ
ョ
ウ
ガ
は
1
1
月
上
旬

時
点
で
2
2
0
円
と
前
年
同

期
比
1
割
安
、
ニ
ン
ニ
ク
は

1
7
4
円
と
4
割
安
い
。

中
国
で
は
昨
年
の
高
騰
で

「
産
地
が
栽
培
面
積
を
増
や

し
た
」
　
（
農
畜
産
業
振
興
機

構
）
た
め
、
野
菜
の
生
産
が

増
加
し
て
い
る
。
一
方
、
日

本
で
は
天
候
回
復
で
国
産
野

菜
の
入
荷
が
潤
沢
に
な
っ
て

お
り
、
中
国
産
野
菜
の
需
要

は
伸
び
悩
ん
で
い
る
。

一
部
の
品
目
は
投
機
を
目

的
と
し
た
中
国
の
買
い
が
収

ま
っ
た
の
も
影
響
し
て
い

る
。
ニ
ン
ニ
ク
は
昨
年
、
不

作
を
見
込
ん
だ
地
元
商
社
な

ど
の
買
い
付
け
で
中
国
内
の

取
引
価
格
が
「
過
去
1
5
年
間

で
最
高
値
」
　
（
輸
入
商
社
）

に
跳
ね
上
が
っ
た
。
だ
が
中

国
政
府
の
金
融
引
き
締
め
や

産
地
の
好
天
を
背
景
に
、
投

機
熱
は
収
ま
っ
て
い
る
。

値
下
が
り
は
長
く
続
か
な

い
と
の
見
方
も
あ
る
。
中
国

で
は
「
健
康
志
向
の
高
ま
り

に
伴
い
『
ゴ
ボ
ウ
茶
』
が
売

れ
て
い
る
」
　
（
農
畜
産
業
振

興
機
構
）
と
い
い
、
消
葉
が

増
え
て
い
る
野
菜
も
多
い
。

中
国
に
と
っ
て
は
取
引
先
が

広
が
っ
た
た
め
、
「
以
前
よ

り
強
気
の
価
格
を
提
示
す
る

産
地
も
あ
る
」
（
輸
入
商
社
）

と
い
う
。

塩
ビ
協
「
国
内
供
給
不
足
せ
ず
」
誘
鮎

塩
化
ビ
ニ
ー
ル
樹
脂
メ
ー

カ
ー
が
加
盟
す
る
塩
ビ
工
業

・
環
境
協
会
（
東
京
・
中
央
）

は
1
6
日
の
定
例
記
者
会
見

で
、
1
3
日
に
起
き
た
東
ソ
ー

南
陽
事
業
所
（
山
口
県
周
南

市
）
の
火
災
に
つ
い
て
「
塩

ビ
樹
脂
の
国
内
供
給
が
不
足

す
る
こ
と
は
な
い
」
　
（
宮
島

正
妃
副
会
長
＝
信
越
化
学
取

締
役
）
と
の
見
方
を
示
し
た
。

在
庫
水
準
が
高
く
、
ア
ジ
ア

向
け
輸
出
も
伸
び
な
い
こ
と

を
根
拠
に
挙
げ
た
。

同
協
会
が
1
6
日
発
表
し
た

統
計
に
よ
る
と
、
1
0
月
末
の

塩
ビ
樹
脂
の
国
内
在
庫
は
1
0

万
8
9
8
ノ
と
前
年
同
月
末

比
2
0
・
6
％
多
い
。
生
産
量

は
1
2
万
3
2
6
㌦
と
前
年
同

月
比
1
7
・
9
％
減
っ
た
が
、

円
高
で
輸
出
が
2
5
・
3
％
減

っ
た
の
が
影
響
し
た
。

塩
ビ
協
の
宮
島
副
会
長
は

「
事
故
後
、
樹
脂
や
塩
ビ
モ

ノ
マ
ー
の
調
達
を
巡
る
混
乱

は
起
き
て
い
な
い
」
と
語
っ

た
。
中
原
茂
明
会
長
（
ト
ク

ヤ
マ
会
長
）
も
ア
ジ
ア
市
場

で
「
ク
リ
ス
マ
ス
向
け
の
玩

新
米
流
通
　
㊦

原
発
事
故
に
よ
る
被
害
に
苦

闘
す
る
福
島
。
1
6
日
に
は
県
内

の
農
家
が
保
管
す
る
コ
メ
か
ら

国
の
暫
定
規
制
値
（
1
㌔
堵
5

0
0
㍍
）
を
超
え
る
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
た
。
県
の

本
調
査
を
ク
リ
ア
し
、
流
通
市

場
で
は
安
心
感
が
広
が
り
つ
つ

あ
っ
た
矢
先
だ
け
に
関
係
者
が

受
け
た
衝
撃
は
大
き
い
。

米
の
販
売
を
始
め
た
イ
ト
ー
ヨ

ー
カ
堂
。
1
0
月
半
ば
に
1
0
店
舗

で
ス
タ
ー
ト
し
「
2
千
袋
が
1

週
間
で
販
売
で
き
た
。
売
れ
行

き
は
計
画
通
り
」
と
い
う
。

た
だ
、
首
都
圏
ス
ー
パ
ー
で

の
福
島
産
米
の
取
り
扱
い
は
今

も
、
い
な
げ
や
な
ど
5
社
程
度

に
と
ど
ま
る
。
コ
メ
卸
の
担
当

者
は
「
新
潟
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
や

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は
、
昨
年

は
福
島
県
産
米
を
一
部
で
使
っ

て
い
た
が
、
当
面
は
新
米
の
採

用
を
見
送
っ
て
い
る
。
同
社
商

品
部
は
「
今
後
も
他
産
地
と
価

格
な
ど
を
比
べ
な
が
ら
採
用
も

検
討
す
る
」
と
説
明
す
る
。

首
都
圏
の
卸
会
社
2
3
社
は

「
ふ
く
し
ま
米
元
気
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
取
引
先

に
採
用
を
働
き
掛
け
る
。
消
費

小
売
り
・
外
食
は
対
応
割
れ
る

食
産
業
も
同
じ
だ
。
昨
年
は
全
幅
が
他
産
地
よ
り
も
小
さ
い
う
者
に
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
企
画
や
P

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
J
A

全
農
福
島
が
放
射
性
物
質
の
不

検
出
を
確
認
し
た
コ
メ
し
か
販

売
し
な
い
。
全
農
福
島
は
検
出

地
域
の
コ
メ
と
不
検
出
の
コ
メ

左
分
け
て
管
理
し
て
い
る
。
福

島
県
は
放
射
性
物
質
調
査
も
政

府
指
示
の
2
倍
の
地
点
で
実
施

し
、
他
産
地
よ
り
詳
細
な
数
値

を
公
表
し
て
い
る
。
全
農
福
島

の
太
田
達
也
米
穀
部
次
長
は

「
デ
ー
タ
を
開
示
し
安
全
性
が

確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
地
道

に
訴
え
る
」
と
話
す
。

新
米
か
ら
1
㌔
堵
当
た
り
1

1
5
0
件
に
達
し
た
。
1
6
日
に

ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
半
導
体
測
定
装

置
に
よ
る
自
主
検
査
も
始
め

た
。
涌
井
徹
社
長
は
「
原
発
周

辺
産
地
に
限
ら
ず
、
コ
メ
の
安

全
性
確
保
は
こ
れ
か
ら
日
常
の

作
業
に
な
る
」
と
話
す
。

福
島
の
コ
メ
に
は
再
び
強
い

逆
風
が
吹
く
可
能
性
が
高
い

が
、
同
県
郡
山
市
の
コ
メ
卸
、

飯
島
米
穀
の
飯
島
成
一
社
長
は

「
安
全
証
明
書
の
添
付
な
ど
、

で
き
る
か
ぎ
り
の
努
力
を
す
る

し
か
な
い
」
と
訴
え
る
。
政
府

を
中
心
に
検
査
体
制
の
強
化
や

具
用
素
材
な
ど
の
手
当
て
が

低
調
」
な
た
め
、
不
足
す
る

状
況
に
は
な
い
と
し
た
。

コ
ン
テ
ナ
輸
送

1
0
月
は
3
・
8
％
減

ア
ジ
ア
発
米
国
向
け

米
系
調
査
会
杜
の
ゼ
ポ
が

ま
と
め
た
ア
ジ
ア
（
1
0
カ
国

・
地
域
対
象
）
発
米
国
向
け

の
海
上
コ
ン
テ
ナ
輸
送
に
よ

る
と
、
1
0
月
の
輸
送
圭
は
1

1
3
万
9
2
4
1
T
E
U

（
T
E
U
は
2
0
け
H
コ
ン
テ
ナ

換
算
）
と
前
年
同
月
比
3
・

8
％
減
っ
た
。
減
少
は
5
カ

月
連
続
。
9
月
（
7
・
4
％

減
）
よ
り
減
少
幅
は
縮
小
し

た
が
、
足
元
も
前
年
割
れ
が

続
い
て
い
る
も
よ
う
だ
。

積
み
地
別
で
み
る
と
、
全

体
の
6
割
を
占
め
る
中
国
が

6
7
万
4
3
6
0
T
E
U
と
6

・
5
％
減
っ
た
。
家
具
や
家

電
、
衣
菜
な
ど
個
人
消
粟
関

連
の
輸
送
が
伸
び
悩
ん
だ
。

日
本
発
は
1
・
5
％
増
の
5

万
5
6
7
1
T
E
U
と
5
カ

月
ぶ
り
の
プ
ラ
ス
。
主
力
の

自
動
車
部
品
な
ど
の
輸
送
が

伸
び
た
と
見
ら
れ
る
。

あ
き
た
こ
ま
ち

前
払
い
金
1
6
％
高

J
A
全
農
あ
き
た

J
A
全
農
あ
き
た
（
秋
田

市
）
は
1
6
日
、
2
0
1
1
年

産
米
を
出
荷
し
た
生
産
者
に

支
払
う
概
算
金
（
前
払
い
金
）

を
全
銘
柄
で
6
0
㌔
あ
た
り
1

8
0
0
円
追
加
す
る
と
発
表

し
た
。
主
力
銘
柄
の
あ
き
た

こ
ま
ち
は
現
行
に
比
べ
て
1
6

％
高
い
6
0
㌔
1
万
2
8
0
0

円
と
な
る
。

秋
田
県
内
の
水
稲
作
況
は

9
9
と
全
国
の
1
0
1
を
下
回

る
。
生
産
者
が
在
庫
を
多
め

に
確
保
し
て
い
る
と
み
ら

れ
、
全
農
の
集
荷
率
は
前
年

よ
り
2
割
以
上
少
な
い
。
全

農
あ
き
た
は
「
当
初
計
画
よ

り
額
を
上
積
み
し
た
。
他
業

者
と
の
集
荷
競
争
に
対
抗
し

た
い
」
と
し
て
い
る
。
追
加

支
払
い
は
2
4
日
を
メ
ド
に
実

施
す
る
。

昭

∴

、

…

＝

国
際
価
格
、
6
月
比
3
8
％
安

■
ガ
リ
ウ
ム
　
レ
ア
メ
タ
ル

（
希
少
金
属
）
の
一
種
で
化
合

物
半
導
体
な
ど
の
原
料
に
な
る

ガ
リ
ウ
ム
の
国
際
価
格
が
下
落

し
て
い
る
。
現
在
は
1
㌔
6
2

0
～
6
7
0
㌦
と
直
近
の
ピ
ー

ク
の
6
月
よ
り
3
8
％
安
い
。
半

導
体
を
搭
載
す
る
携
帯
電
話
の

出
荷
は
堅
調
だ
が
、
液
晶
テ
レ

ビ
や
パ
ソ
コ
ン
の
販
売
が
伸
び

ず
、
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
（
L
E

D
）
素
材
向
け
の
需
要
が
低
調

だ
。
投
俵
的
な
買
い
も
一
段
落

の
中
途
採
用
計
画
人
数
は
1
社

平
均
8
・
9
人
と
上
期
比
2
5
・

3
％
増
え
る
見
通
し
だ
。
ネ
ッ

ト
通
販
や
ゲ
ー
ム
関
連
の
求
人

が
旺
盛
な
1
T
（
情
報
技
術
）

・
通
信
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が

9
・
2
人
と
4
1
・
5
％
増
。
復

興
関
連
の
求
人
も
あ
る
建
設
・

不
動
産
は
1
0
・
9
人
と
2
9
・
8

％
増
え
る
。

製
造
業
は
電
気
・
電
子
・
機

械
が
1
5
・
1
％
増
の
6
・
1
人

だ
が
、
関
西
で
減
少
す
る
な
ど

地
域
差
が
あ
る
。
8
月
2
5
日
～

9
月
1
6
日
に
顧
客
企
業
2
9
6

1
社
を
対
象
に
調
査
し
た
。
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